
七里小学校　令和７年度　学校アンケート　結果
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１ 学校は、道徳の時間や全教育活動を通して、子どもに人を思い

やる優しい気持ちや、生命を尊重する心を育てている。
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２ 学校は、授業、運動会、持久走記録会等を通して、健康で運動

好きな子どもを育てている。
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３ 学校は、子どもが分かりやすく、しっかり考えて学べるような

授業を行っている。

昨年１１月、保護者の皆様に御協力いただきました「学校アンケート」の結果（児童数の約７４％(２４２名)の保護者の方から御回答いただきました）と、全校児童に対して行った「学校アンケート」の結果、教職員による「学校評価」

の結果とを合わせ、総合的に分析した今年度の七里小学校の学校評価について、また、これらの結果について、２月に行われた学校運営協議会の皆様にいただいた御意見も合わせて報告いたします。この結果は、七里小ホームページにも

掲載しております。 【グラフの見方】評価については左から、 １．そう思う ２．ややそう思う ３．そんなにそう思わない ４．そう思わない の順となっております。
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４ 学校は、教材を工夫したり、教え方を改善したりしながら学習

を行っている。
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５ 遠足、社会科見学、七小子ども祭り、くすのきタイム、クラブ

活動、委員会活動などの行事や特別活動実施に当たっては、意欲的

に参加できる児童を育てている。

【七里小学校運営協議会での話し合いから】

〇設問３：子ども達が分かりやすく、しっかり考えられる授業を展開し、学力向上や基礎学力の向上に向けてメンター・メンティ研修などを活用し、教員同士の教え方

の工夫や学び合いをしている点はとても良いと思う。

○設問８：生徒指導や教育相談、特別支援教育の充実について、一部の子ども達の受け取り方や保護者の感じ方だけでは、子ども達への向き合い方が足りないとは言い

切れない。しかしながら、少数意見も大切にし、粘り強く支援や向き合い継続していくことで、成果になると思う。

○設問１０：安全や安心な教育環境について、老朽化激しい中で、保護者・地域の方の支援を受けながら、子ども達の安全、安心に結びつけていると思う。

○行事等で会うたびに、先生方の雰囲気がとても良いと感じる。管理職を中心にチームワークが結束されている成果であると感じる。

１ 学校の教育目標について（１，２）

アンケート結果から、児童は「なかよく助け合う子」としての姿が育まれ

ており、「思いやり」に関する肯定評価が高く、昨年度より向上している

点が成果といえます。また、児童の運動への関心の高さが見てとれますが、

保護者の評価にやや低下が見られました。今後は運動活動の工夫や保護者

との連携を強化し、「しっかり考えて学ぶ子」を育てるためにも、教職員

で連携して情報共有し、更なる教育活動の充実を図ります。

２ 学校の教育活動について（３，４，５）

学校の教育活動について、児童・保護者・教職員のアンケート結果から、

全体的に高い満足度が見られました。特に「先生が分かりやすく教えてく

れる」という項目では、児童の肯定評価が98.1%と非常に高く、教員の指

導力が児童にしっかり伝わっていることが分かります。また、「自分で考

えたり体験したりする授業」についても、児童・教職員の評価は高く、主

体的・対話的な学びが実践されている様子がうかがえます。ただし、保護

者の評価はやや低下しているので、授業のねらいや活動内容、学習活動の

質をさらに高めるとともに、家庭との連携を強化し、教育活動への理解と

信頼を深めていきます。

３ 児童の生活について（６，７，８）

学校生活における基本的な生活習慣や人間関係づくりに関して、概ね良好

な傾向が見られました。特に「あいさつをしっかりしたり、ルールを守っ

て生活している」という項目では、児童の肯定評価が93.4%と高く、日常

生活の中での基本的なマナーや規律がしっかりと身についていることが分

かります。また、「先生が努力を認めてくれる」と感じている児童も

95.6%にのぼり、児童が自分の頑張りを受け止めてもらえているという安

心感や自己肯定感の高まりがうかがえます。一方で、「困ったことや悩み

を先生に相談できる」と感じている児童は81.2%と、他の項目に比べてや

や低く、前年度よりも評価が下がっている点や、質問８において児童・保

護者と教員のA評価に大きな差が生じていることも課題です。相談しにく

さを感じている児童が一定数いることから、日頃からの信頼関係づくりや、

安心して話せる環境の整備をしていきます。今後は、児童が安心して学校

生活を送れるよう、教職員による日常的な声かけや個別対応の充実を図る

とともに、児童の小さな変化にも気付くことができる体制を強化していき

ます。保護者との情報共有を図り、児童の気持ちに寄り添った丁寧な対応

を行い、より良い生活環境を整えることで、健やかな成長を支えていける

ようにします。

４ 健康安全、学校環境について（９，１０，１１，１２）

児童の清掃活動に関する肯定評価は89.3%と高く、生活習慣の定着がうか

がえますが、「そう思わない」が前年度より増加し、意識の差が見られま

す。保護者の評価も全体的に低下傾向で、特に保健指導や整理整頓の指導

に関する肯定評価が減少しています。今後は、児童に清掃や生活習慣の意

義を伝える工夫をし、施設の老朽化等の対応については、引き続き関係各

所への修繕要望を出すとともに、環境整備に努めてまいります。

５ 保護者、地域との連携について（１３，１４，１５，１６）

保護者の多くが、学校からの情報提供や相談対応、地域活動への協力に肯

定的に受け止めていますが、全体的に前年度よりやや低下傾向が見られま

す。今後は情報発信の工夫としてスクリレを導入し、学年・学校だより等

を電子媒体で配信していきます。また「開かれた学校」としてコミュニ

ティ・スクールを中心に、家庭・地域との連携をさらに深め進めてまいり

ます。
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６ 学校は、挨拶や生活のルールなど、学校生活に必要な

きまりについて、自ら守れるよう分かりやすく指導してい

る。

48%

67%

73%

38%

33%

23%

14%

0%

4%

0%

0%

保護者

教職員

児童

７ 学校は、一人ひとりのよさを見つけ、伸ばそうとする

ための指導をしている。

50%

82%

43%

42%

15%

38%

8%

3%

16%

0%

3%

保護者

教職員

児童

８ 学校は、子どもの悩みやいじめなどのトラブル等につ

いて、適切に対応している。

43%

42%

49%

45%

55%

40%

12%

0%

7%

3%

4%

保護者

教職員

児童

９ 学校は子どもたちに、清掃を通して身の回りの整理整

頓を積極的に行う態度を育てている。
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１０ 学校は、教室や校舎内外の環境を整え、児童の安全

に関する取り組みを行っている。

40%

61%

43%

39%

16%

0%0%

保護者

教職員

１１ 学校は、保健指導に取り組んでいる。
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１２ 学校は、給食指導に取り組んでいる。
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１３ 学校は通知表を通し、子どもの学習状況などの結果

を、適切に家庭に知らせている。
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１４ 学校は、学校だより、ホームページ等を通して、教

育方針や教育内容、コミュニティスクール等について家庭

や地域に分かりやすく伝えている。
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１５ 学校は、家庭や地域の方々の願いをくみ、保護者か

らの相談や要望に対応している。
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１６ 学校は、 P T A・おやじの会の活動、地域の活動に積

極的に協力している。
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七里小学校は令和８年度に、開校１５５周年を迎えます。


